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二
○
○
二
年
一
月
に
、
演
者
は
植
民
地
時
代
ハ
ン
セ
ン
病
史
の

聞
き
取
り
調
査
お
よ
び
資
料
収
集
の
た
め
韓
国
を
訪
れ
た
。
本
報

告
は
、
そ
の
際
調
査
し
た
植
民
地
時
代
に
お
け
る
小
鹿
島
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
第
四
代
院
長
周
防
正
季
に
つ
い
て
述
べ
る
。
周
防
正

季
に
関
し
て
は
す
で
に
先
駆
た
ち
の
論
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

は
互
い
に
齪
酷
が
あ
り
、
周
防
に
対
す
る
評
価
も
異
な
る
。
今
回

改
め
て
そ
の
事
実
関
係
を
紹
介
す
る
。

周
防
正
季
は
一
八
八
五
年
十
月
八
日
に
滋
賀
県
栗
太
郡
老
上
村

字
矢
橋
（
現
草
津
市
矢
橋
町
）
に
出
生
、
十
七
歳
の
と
き
同
村
の
医

者
周
防
俊
彦
の
養
子
と
な
っ
た
。
一
九
○
九
年
愛
知
県
医
学
専
門

学
校
（
現
名
古
屋
大
学
）
を
卒
業
。
一
九
二
一
年
三
月
三
十
日
に
朝

鮮
総
督
府
京
畿
道
警
察
部
衛
生
課
長
に
就
任
し
、
麻
薬
中
毒
者
の

退
治
と
衛
生
行
政
に
功
績
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
仕
事
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植
民
地
時
代
朝
鮮
の
ハ
ン
セ
ン
病
医
療
に

従
事
し
た
医
師
周
防
正
季

魯
紅
梅

に
よ
っ
て
一
九
三
二
年
十
月
二
七
日
に
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
か

ら
医
学
博
士
を
取
得
し
た
。

周
防
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
二

年
十
二
月
の
朝
鮮
癩
予
防
協
会
の
設
立
に
発
起
人
に
名
を
連
ね
る

と
き
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
九
月
一
日
に
小
鹿
島
慈
恵
医
院

長
に
赴
任
し
、
赴
任
演
説
に
世
界
一
の
療
養
所
を
作
り
た
い
と
抱

負
を
語
り
、
「
私
ハ
此
ノ
島
二
諸
君
卜
共
二
苦
楽
ヲ
共
ニ
シ
、
此
ノ

地
二
骨
ヲ
埋
ム
ル
覚
悟
デ
ア
ル
」
と
話
し
、
卓
越
し
た
行
政
能
力

を
発
揮
し
た
結
果
、
小
鹿
島
慈
恵
医
院
は
小
鹿
島
更
生
園
に
昇
格
。

収
容
患
者
数
六
千
人
に
及
ぶ
世
界
一
、
二
の
規
模
を
誇
る
ハ
ン
セ

ン
病
施
設
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
患
者
動
員
に
よ
り
成
し
遂
げ
た
の

で
あ
る
。

第
一
期
工
事
は
二
年
間
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
、
一
九
三
五
年

年
末
に
三
七
三
三
人
が
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
の
日

本
の
癩
病
予
防
改
正
に
従
い
四
月
二
十
日
「
朝
鮮
癩
予
防
令
」
が

制
定
公
布
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
「
浮
浪
」
患
者
へ
の
強
制

収
容
が
始
ま
っ
た
。

引
き
続
き
第
二
期
、
三
期
拡
張
工
事
が
続
き
、
一
九
三
九
年
十

月
に
収
容
定
員
五
七
七
○
人
規
模
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
が
作
ら
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れ
る
。
こ
の
時
期
日
中
戦
争
勃
発
を
境
に
患
者
の
処
遇
は
次
第
に

悪
化
し
た
。

一
九
四
○
年
八
月
に
周
防
の
「
銅
像
除
幕
式
」
が
小
鹿
島
で
挙

行
さ
れ
た
。
同
年
周
防
は
日
本
癩
学
会
会
長
に
な
り
、
九
月
四
日

か
ら
五
日
ま
で
第
十
四
回
日
本
癩
学
会
を
小
鹿
島
で
開
催
し
た
。

一
九
四
○
年
十
月
、
朝
鮮
施
政
三
十
周
年
記
念
文
化
功
労
賞
を
受

賞
し
た
。

し
か
し
、
三
期
に
お
よ
ぶ
拡
張
工
事
と
製
炭
、
叺
の
製
造
、
松

脂
の
採
集
な
ど
各
種
事
業
を
行
う
際
に
患
者
を
酷
使
し
た
た
め
に

患
者
の
恨
み
を
買
い
、
一
九
四
二
年
六
月
二
十
日
入
園
患
者
李
春

相
に
よ
り
自
身
の
銅
像
前
で
刺
殺
さ
れ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
大
韓
癩
管
理
協
会
編
「
韓
国
癩
病
史
」
二

九
八
八
年
）
に
は
「
そ
の
場
に
極
悪
無
道
な
佐
藤
（
三
代
治
）
が
い

た
ら
殺
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
周
防
園
長
は
仕
事
の
熱

意
が
す
ご
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
在
職
中
に
文
化
面
で
も
た
く

さ
ん
配
慮
し
た
」
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
。
佐
藤
と
は
周
防
の
養
子

で
、
看
護
主
任
と
し
て
患
者
を
過
酷
に
使
役
し
た
。
当
時
小
鹿
島

更
生
園
の
患
者
で
あ
っ
た
鄭
氏
は
「
周
防
は
い
い
人
だ
。
李
舂
相

は
佐
藤
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
佐
藤
が
い
な
か
っ
た
か
ら
園
長
を

殺
し
た
」
と
話
す
。
周
防
園
長
の
在
職
時
、
小
鹿
島
で
働
い
た
韓

国
ハ
ン
セ
ン
病
研
究
の
権
威
で
あ
る
柳
駿
博
士
は
「
佐
藤
は
確
か

に
ひ
ど
い
。
し
か
し
そ
れ
を
無
視
し
て
い
た
周
防
に
も
責
任
が
あ

る
。
当
時
の
時
代
背
景
か
ら
周
防
を
評
価
す
る
と
き
、
彼
は
忠
実

な
官
僚
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
「
周
防
が
い
な
か

っ
た
ら
現
在
の
よ
う
な
き
れ
い
な
小
鹿
島
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」

と
話
す
。

周
防
正
季
に
対
す
る
評
価
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
こ

の
評
価
の
違
い
を
医
史
学
研
究
者
と
し
て
そ
の
時
代
背
景
を
踏
ま

え
て
後
世
に
如
何
に
正
確
に
伝
え
る
か
は
非
常
に
難
し
い
。
世
界

一
の
療
養
所
建
設
へ
の
野
望
の
た
め
不
休
の
努
力
を
傾
注
し
た
周

防
へ
の
客
観
的
評
価
が
問
わ
れ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


